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１．2021年３月期第２四半期の連結業績（2020年４月１日～2020年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2021年３月期第２四半期 17,268 △17.8 118 △89.6 155 △86.4 22 △97.5 

2020年３月期第２四半期 21,010 30.7 1,135 161.0 1,149 138.0 897 157.1 
 
（注）包括利益 2021年３月期第２四半期 301 百万円 （△67.7％）   2020年３月期第２四半期 934 百万円 （185.6％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2021年３月期第２四半期 1.67 － 

2020年３月期第２四半期 65.55 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

2021年３月期第２四半期 23,458 8,344 35.4 609.36 

2020年３月期 24,716 8,159 33.0 597.96 
 
（参考）自己資本 2021年３月期第２四半期 8,315 百万円   2020年３月期 8,159 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2020年３月期 － 0.00 － 10.00 10.00 

2021年３月期 － 0.00       

2021年３月期（予想）     － 10.00 10.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．2021年３月期の連結業績予想（2020年４月１日～2021年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 37,000 △10.2 800 △61.5 800 △62.0 500 △74.4 36.64 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年３月期２Ｑ 13,868,408 株 2020年３月期 13,868,408 株 

②  期末自己株式数 2021年３月期２Ｑ 222,800 株 2020年３月期 222,652 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2021年３月期２Ｑ 13,645,668 株 2020年３月期２Ｑ 13,694,158 株 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、世界規模で拡大し続けている新型コロナウイルス感染症（以

下「感染症」という。）の影響を受け、国内外の経済が急激に悪化し経済活動が再開し始めたものの、未だ感染拡

大は収束せず国内経済は予断を許さない状況にあります。 

当情報サービス業界では、同感染症の影響により商談機会の減少ならびに製造業と流通業を中心とする広範な民

需顧客層における設備投資の延伸が一部で見られました。一方で、感染症対策としてのテレワークへの対応等、従

来にも増してデジタルトランスフォーメーションの必要性が認識されており、IoT化の取り組みや業務効率化・自動

化を目的としたAI等の活用が今後さらに本格化していくものと見込まれます。 

こうした環境の下、当社グループでは受注活動の強化と、収入安定化を目的としたストックビジネスの増強に取

組みました。中でも、セキュリティビジネスにおきましては、戦略商品「AppGuard®」に中小企業向けに最適化し

た「Small Business Edition」を新たに加え、ラインアップの充実を図りました。一方、感染症対策ソリューショ

ンとして、顔認証技術に定評のある日本コンピュータビジョン株式会社（本社: 東京都千代田区、代表取締役社

長: アンドリュー・シュワベッカー）と提携し、同社の技術を活かしたAI温度検知ソリューション

「SenseThunder」の販売を開始したほか、政府が主導するデジタル強靭化に向けた社会基盤の整備・規制のリデザ

インに則した、電子契約サービスの導入から運用支援、アフターサポートまでを一括でご提供するアウトソーシン

グサービス「ＤＤ-ＣＯＮＮＥＣＴ」(ディ・ディ・コネクト)の提供開始を公表しました。 

グループ運営においては、近年のM&Aにより取得しました連結子会社（株式会社ＤＳＲ、株式会社アイデス、大

協電子通信株式会社）とのシナジー創出により、業界共通の課題でもある技術者を中心とした人材不足への対応を

推し進めております。 

一方、社内的には「お客さま第一」の方針のもとお客さまの経営課題の解決をご支援するために、「人の品 

質」「物の品質」「仕事の品質」の向上を目指し、組織を横断するタスクフォース活動による品質向上に引き続

き取組みました。 

この結果、販売面につきましては、富士通株式会社および同社グループとの連携強化による新規商談および既存

顧客からの受注獲得に引き続き努めましたが、Windows7サポート終了と消費税改正に伴う入替需要が収束したこ

と、感染症の影響により特に首都圏における受注の延伸が発生したことにより、当第２四半期連結累計期間の業績

は、受注高182億17百万円（前年同期比88.0％）、売上高172億68百万円（前年同期比82.2％）となりました。 

部門別に概観いたしますと、情報通信機器部門におきましては、入替需要の収束ならびに感染症の拡大で営業活

動が著しく制限された影響により、受注高は51億50百万円（前年同期比72.6％）、売上高は49億50百万円（前年同

期比66.8%）と減少しました。 

ソリューションサービス部門におきましては、受注高130億67百万円（前年同期比96.1％）、売上高123億17百万

円（前年同期比90.6％）となりました。同部門の内訳としては、ソフトウェアサービスでは、公共分野および民需

分野ともに減少し、売上高は83億23百万円（前年同期比88.5％）となりました。 

また、保守サービスでは、継続してストックビジネスの拡大を図りましたが、売上高は28億４百万円（前年同期

比96.6％）と減少しました。 

ネットワーク工事では、受注高は前年同期比で増加しましたが、売上高は11億90百万円（前年同期比92.0％）と

減少しました。 

利益面につきましては、売上高減少に伴う売上総利益の減少、本社事務所リニューアル費用の計上ならびに感染

症の影響による技術者の稼働の減少などにより経費が増加し、営業利益１億18百万円（前年同期比10.4％）、経常

利益１億55百万円（前年同期比13.6％）となりました。 

また、法人税、住民税及び事業税ならびに法人税等調整額を計上した結果、親会社株主に帰属する四半期純利益

につきましては、22百万円（前年同期比2.5％）となりました。 

 

＜当社グループの四半期業績の特性について＞ 

情報サービス産業の特性として、ハードウェアならびにシステムの導入および更新が年度の節目である９月、３

月に集中する傾向にあるため、当社グループの売上高および利益は、第２四半期、第４四半期に増加する特性があ

ります。 
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の資産につきましては、前連結会計年度末より12億57百万円減少し、234億58百

万円となりました。この主な要因は、前連結会計年度末に集中した売上に係る債権が順調に回収されたことによ

り受取手形及び売掛金が19億25百万円減少し、現金及び預金が７億38百万円増加したこと、および投資有価証券

が３億13百万円増加したことであります。 

 負債につきましては、前連結会計年度末より14億42百万円減少し、151億14百万円となりました。この主な要因

は、支払手形及び買掛金が７億76百万円減少したことであります。 

 純資産につきましては、前連結会計年度末より１億84百万円増加し、83億44百万円となりました。この主な要因

は、その他有価証券評価差額金の増加によるものであります。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

営業活動によるキャッシュ・フローは、８億１百万円の収入（前年同期は１億15百万円の収入）となりまし

た。これは主に売上債権の減少による19億26百万円の収入、および仕入債務の減少による７億76百万円の支出に

よるものであります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、１億97百万円の支出（前年同期は０百万円の支出）となりました。こ

れは主に有形固定資産の取得によるものであります。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、１億32百万円の収入（前年同期は８億24百万円の支出）となりまし

た。これは主に短期借入れによる収入、短期借入金および長期借入金の返済による支出によるものであります。 

この結果、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度の期末残高よ

り７億36百万円増加し、61億92百万円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想は、2020年５月26日公表時から変更しておりません。 

当第２四半期の業績は、概ね計画どおり推移しておりますが、様々な要因によって予想数値と異なる可能性があ

ります。 

また、感染症の影響による見積りの仮定につきましては前連結会計年度から重要な変更はありませんが、商談機

会の減少ならびに製造業と流通業を中心とする広範な民需顧客層における設備投資の延伸が発生しており、今後も

国内外の経済の低迷が長期化した場合は、当社グループの製品、サービスの需要が減少することで、当連結会計年

度の経営成績に重要な影響を与える可能性があります。 

今後、何らかの変化がある場合には適切に開示してまいります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2020年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2020年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,513,542 6,252,044 

受取手形及び売掛金 8,284,090 6,358,290 

機器及び材料 4,197 5,010 

仕掛品 3,173,511 2,953,707 

その他 685,796 667,949 

貸倒引当金 △575 △382 

流動資産合計 17,660,562 16,236,620 

固定資産    

有形固定資産 1,493,933 1,600,937 

無形固定資産    

のれん 581,422 514,864 

その他 122,680 130,960 

無形固定資産合計 704,102 645,824 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,381,126 1,694,460 

退職給付に係る資産 492,804 433,926 

繰延税金資産 2,475,014 2,360,439 

その他 559,409 536,897 

貸倒引当金 △51,646 △50,806 

投資その他の資産合計 4,856,708 4,974,917 

固定資産合計 7,054,744 7,221,679 

繰延資産    

社債発行費 696 491 

繰延資産合計 696 491 

資産合計 24,716,002 23,458,792 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 4,238,323 3,461,636 

短期借入金 3,000,000 3,400,000 

1年内償還予定の社債 50,000 50,000 

1年内返済予定の長期借入金 55,700 27,900 

未払法人税等 294,531 119,088 

賞与引当金 568,150 587,208 

その他 2,354,590 1,542,890 

流動負債合計 10,561,295 9,188,724 

固定負債    

社債 100,000 100,000 

長期借入金 209,250 195,300 

役員退職慰労引当金 35,442 38,892 

退職給付に係る負債 5,443,745 5,416,064 

その他 207,076 175,706 

固定負債合計 5,995,513 5,925,962 

負債合計 16,556,809 15,114,687 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2020年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2020年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,969,068 1,969,068 

資本剰余金 134,892 134,892 

利益剰余金 5,883,596 5,769,995 

自己株式 △74,296 △54,760 

株主資本合計 7,913,260 7,819,195 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 400,891 631,031 

退職給付に係る調整累計額 △154,516 △135,110 

その他の包括利益累計額合計 246,374 495,921 

非支配株主持分 △442 28,988 

純資産合計 8,159,192 8,344,104 

負債純資産合計 24,716,002 23,458,792 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2019年４月１日 
 至 2019年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2020年４月１日 

 至 2020年９月30日) 

売上高 21,010,493 17,268,495 

売上原価 16,160,568 13,380,300 

売上総利益 4,849,924 3,888,194 

販売費及び一般管理費 3,714,385 3,769,572 

営業利益 1,135,539 118,622 

営業外収益    

受取利息 76 94 

受取配当金 19,337 18,848 

違約金収入 － 10,000 

雇用調整助成金 － 40,259 

その他 10,886 13,786 

営業外収益合計 30,299 82,989 

営業外費用    

支払利息 15,069 12,879 

リース解約損 － 5,663 

固定資産除却損 － 19,182 

その他 1,509 7,999 

営業外費用合計 16,579 45,724 

経常利益 1,149,260 155,887 

特別利益    

投資有価証券売却益 15,822 － 

特別利益合計 15,822 － 

特別損失    

投資有価証券売却損 1,248 － 

投資有価証券評価損 － 19,999 

特別損失合計 1,248 19,999 

税金等調整前四半期純利益 1,163,835 135,887 

法人税、住民税及び事業税 272,897 79,230 

過年度法人税等 771 － 

法人税等調整額 △10,569 4,371 

法人税等合計 263,099 83,601 

四半期純利益 900,736 52,285 

非支配株主に帰属する四半期純利益 3,136 29,430 

親会社株主に帰属する四半期純利益 897,599 22,855 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2019年４月１日 
 至 2019年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2020年４月１日 

 至 2020年９月30日) 

四半期純利益 900,736 52,285 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 25,144 230,140 

退職給付に係る調整額 8,948 19,406 

その他の包括利益合計 34,092 249,547 

四半期包括利益 934,828 301,833 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 931,692 272,403 

非支配株主に係る四半期包括利益 3,136 29,430 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2019年４月１日 
 至 2019年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2020年４月１日 

 至 2020年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 1,163,835 135,887 

減価償却費 115,742 120,833 

のれん償却額 67,225 66,558 

賞与引当金の増減額（△は減少） 180,326 19,058 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,358 △1,033 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △44,016 3,449 

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 2,705 63,482 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 11,773 △4,313 

受取利息及び受取配当金 △19,413 △18,942 

支払利息 15,069 12,879 

投資有価証券売却損益（△は益） △14,574 － 

投資有価証券評価損益（△は益） － 19,999 

売上債権の増減額（△は増加） 418,002 1,926,639 

たな卸資産の増減額（△は増加） △335,542 218,990 

仕入債務の増減額（△は減少） △686,183 △776,687 

その他 △584,282 △803,760 

小計 289,307 983,041 

利息及び配当金の受取額 18,847 20,195 

利息の支払額 △14,906 △13,011 

法人税等の支払額 △177,862 △188,913 

営業活動によるキャッシュ・フロー 115,385 801,312 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △5,100 △1,800 

投資有価証券の取得による支出 △51,519 △1,944 

投資有価証券の売却による収入 85,077 295 

有形固定資産の取得による支出 △20,477 △213,352 

有形固定資産の売却による収入 － 300 

無形固定資産の取得による支出 △8,631 △2,791 

その他 217 21,900 

投資活動によるキャッシュ・フロー △432 △197,392 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 － 500,000 

短期借入金の返済による支出 △390,000 △100,000 

長期借入金の返済による支出 △190,335 △41,750 

社債の償還による支出 △90,000 － 

自己株式の取得による支出 △180 △89 

配当金の支払額 △81,091 △134,994 

非支配株主への配当金の支払額 △40 － 

リース債務の返済による支出 △73,317 △90,386 

財務活動によるキャッシュ・フロー △824,964 132,780 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △710,011 736,700 

現金及び現金同等物の期首残高 4,640,022 5,456,092 

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,930,011 6,192,793 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。 

 

３．補足情報

（１）連結受注実績

(単位：千円)

期別 当第２四半期 前第２四半期 対前年

同期 

増減率 

前連結会計年度 

  (2020.4.1～2020.9.30) (2019.4.1～2019.9.30) (2019.4.1～2020.3.31) 

部門・品目 受注高 構成比 受注高 構成比 受注高 構成比 

 

 

 

情報通信機器 

  %   % %   % 

5,150,111 28.3 7,094,944 34.3 △27.4 12,498,093 31.9

ソリュー 

ション 

サービス 

ソフトウェアサービス 8,679,203 47.6 9,202,747 44.5 △5.7 18,010,059 46.0

保守サービス 2,823,037 15.5 2,928,661 14.1 △3.6 5,657,248 14.5

ネットワーク工事 1,565,632 8.6 1,468,849 7.1 6.6 2,976,349 7.6

  小    計 13,067,873 71.7 13,600,258 65.7 △3.9 26,643,657 68.1

合    計 18,217,984 100.0 20,695,203 100.0 △12.0 39,141,750 100.0

 

 

（２）連結売上実績

(単位：千円)

期別 当第２四半期 前第２四半期 対前年

同期 

増減率 

前連結会計年度 

  (2020.4.1～2020.9.30) (2019.4.1～2019.9.30) (2019.4.1～2020.3.31) 

部門・品目 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 

 

 

 

情報通信機器 

  %   % %   % 

4.950,618 28.7 7,414,232 35.3 △33.2 13,488,384 32.7

ソリュー 

ション 

サービス 

ソフトウェアサービス 8,323,470 48.2 9,399,494 44.7 △11.5 18,880,626 45.8

保守サービス 2,804,033 16.2 2,903,149 13.8 △3.4 5,789,728 14.1

ネットワーク工事 1,190,372 6.9 1,293,617 6.2 △8.0 3,058,313 7.4

  小    計 12,317,876 71.3 13,596,261 64.7 △9.4 27,728,668 67.3

合    計 17,268,495 100.0 21,010,493 100.0 △17.8 41,217,053 100.0
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